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■一般会計補正予算　主な内容
政務活動費補助金 ▲216万円 新型コロナ対策に充当するため、政務活動費を減額

本庁舎等維持管理費 1億5,220万円 西木庁舎の改修工事費等

庁舎整備事業費 300万円 新角館庁舎に展示する樺細工壁掛けの購入費

図書館安心・安全快適環境づくり事
業費 111万円 新型コロナウィルス対策としての書籍用消毒液購入費

仙北市学校給食応援事業 3,326万円 4 月から夏休みまでの小中学校給食費の無料化に関する予算

西
木
庁
舎
改
修
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
を
問
う

質
問　

西
木
庁
舎
改
修
工
事
の
入

札
は
い
つ
頃
の
予
定
か
？

答
弁　

7
月
上
旬
に
は
指
名
審
査

会
に
諮
り
、
7
月
下
旬
の
入
札
を

予
定
し
て
い
る
。

質
問　

市
民
休
憩
室
へ
の
子
ど
も

用
遊
具
は
ど
の
程
度
の
も
の
か
、
ま

た
中
央
公
民
館
と
し
て
利
用
す
る

の
で
あ
れ
ば
厨
房
も
必
要
で
は
？

答
弁　

遊
具
は
幼
児
向
け
で
複
数

検
討
し
て
い
る
。
内
訳
は
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
や
滑
り
台
等
5
歳
未
満
を

想
定
し
た
も
の
を
準
備
し
た
い
。

　

厨
房
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
、

公
民
館
等
と
協
議
し
整
備
し
な
い

こ
と
と
し
た
。
公
民
館
事
業
と
し

て
必
要
な
場
合
は
、
神
代
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
西
木
保
健

セ
ン
タ
ー
の
厨
房
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

質
問　

西
木
庁
舎
改
修
費
が
当
初

計
画
よ
り
増
額
と
な
っ
た
理
由

は
？

答
弁　

当
初
計
画
で
は
、
西
木
庁

舎
を
長
寿
命
化
す
る
工
事
と
居
室

（
は
な
さ
き
仙
北
や
観
光
協
会
等
）

工
事
を
分
け
て
い
た
が
、
今
回
は

工
事
を
一
本
化
し
た
も
の
で
総
額

が
若
干
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
救
助
費
・
災
害
対
策
費 

コ
ロ
ナ
対
策
の
内
容
は

質
問　

災
害
救
助
費
で
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

を
購
入
す
る
の
か
？

答
弁　

主
な
も
の
と
し
て
、
ア
ル

コ
ー
ル
手
指
消
毒
剤
、
消
毒
用
防

護
服
、
マ
ス
ク
等
の
購
入
を
予
定

し
て
い
る
。

質
問　

災
害
対
策
総
務
費
の
内
、

委
託
料
の
内
容
は
？

答
弁　

平
成
20
年
に
作
成
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
が
必
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
委
託
す
る
も
の

で
あ
る
。
従
来
の
浸
水
想
定
域
等

を
掲
載
す
る
が
、
記
述
内
容
に
つ

い
て
は
福
祉
施
設
の
情
報
や
他
の

行
政
機
関
情
報
も
掲
載
す
る
こ
と

か
ら
、
関
係
部
署
と
調
整
し
な
が

ら
作
成
に
あ
た
る
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動

な
ぜ
中
止
す
る
の
か

質
問　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
事

業
費
を
減
額
し
た
が
、
花
卉
農
家

は
例
年
並
み
の
準
備
を
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
沿
道
花

壇
に
何
も
な
い
の
は
通
行
す
る

方
々
も
寂
し
く
感
じ
る
の
で
は
な

い
か
？

答
弁　

4
月
中
旬
に
中
止
を
決
定

し
、
花
卉
農
家
に
は
市
民
配
布
用

の
み
の
栽
培
を
お
願
い
し
た
。
ま

た
、
沿
道
花
壇
に
は
代
わ
り
と
な

る
も
の
を
検
討
し
て
い
く
が
、
当

面
は
雑
草
だ
ら
け
に
な
ら
な
い
よ

う
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。

給
食
費
の
減
免 

国
か
ら
の
補

助
な
ど
は
な
い
も
の
か

質
問　

学
校
の
休
校
は
国
の
指
示

だ
が
、
給
食
費
の
減
免
に
国
の
補

助
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
枠
が
残
っ
た
場

合
は
再
度
減
免
す
る
の
か
？

答
弁　

給
食
費
の
減
免
は
市
独
自

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
り
、
財
源

は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
充
て

た
い
。
再
度
の
給
食
費
の
減
免
に

つ
い
て
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■改修工事を行う西木庁舎事務室

総務文教常任委員会

　６月定例会、総務文教常任委員会では、仙北市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定や、一般会計
補正予算などが審査されました。補正予算には、新角館庁舎完成後の組織再編を見据え、教育委員会や中央
公民館が配置される予定の西木庁舎改修工事予算などが盛り込まれました。

新角館庁舎完成後の組織再編を見据え、利用形態に
即した西木庁舎の改修工事を行うことに
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■子育て支援「保育室ねむねむの木」の様子

市民福祉常任委員会

■一般会計補正予算　主な内容
通知カード・個人番号カード関連事業費 10万円 戸籍システム改修に伴い、コンビニ交付の動作確認作業費

生活困窮者自立支援事業費 83万円 住居確保給付金に関する予算（住宅困窮者のため）

民生委員協議会負担金（県からの負担金収入） 16万円 秋田県による民生委員活動費の増額

民
生
委
員
協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て

質
問　

民
生
委
員
の
一
人
当
た
り
の

報
酬
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答
弁　

報
酬
で
は
な
く
委
員
活
動
費

と
な
る
。
年
間
１
人
当
た
り
、
市
か

ら
５
万
８
，
４
０
０
円
、
県
か
ら
５

万
４
，
３
０
０
円
、
合
計
11
万
２
，

７
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

研
修
や
飲
食
代
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
個
人
に
活
動

費
が
渡
る
の
か
。

答
弁　

旧
町
村
時
代
の
や
り
方
に

沿
っ
て
異
な
る
が
活
動
費
で
研
修
を

し
て
い
る
。
３
割
ぐ
ら
い
を
現
金
で

渡
し
て
い
る
の
で
、
飲
食
代
は
自
分

で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修 

コ
ン
ビ
ニ

交
付
の
動
作
確
認
と
は
何
か

質
問　

5
年
ご
と
に
シ
ス
テ
ム
試
験

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
な
ぜ
2
人
で

行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

市
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
が
５
年

更
新
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
都
度
コ

ン
ビ
ニ
交
付
が
正
し
く
で
き
る
の
か

を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
た
職
員
が
、

東
京
都
内
の
Ｊ

−

Ｒ
Ｉ
Ｓ
評
価
セ
ン

タ
ー
で
工
程
試
験
を
実
施
す
る
。
決

め
ら
れ
た
曜
日
に
時
間
内
で
、
住
所
・

本
籍
地
が
同
じ
ケ
ー
ス
と
違
う
ケ
ー

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
全
て
の
帳
票
が

正
し
く
発
行
で
き
る
の
か
を
確
認
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
作
業
も
非
常
に

多
い
た
め
2
人
体
制
で
行
う
必
要
が

あ
る
。

　６月定例会の市民福祉常任委員会では、令和 2 年度の一般会計補正予算などが審査されました。また、国
民健康保険特別会計では、新型コロナ感染症対策を盛り込んだ補正予算案が審査・議決され、加入者の方が、
新型コロナに感染したか、あるいは感染の疑いがあるとされ会社等を休んだ場合、傷病手当金を支給するこ
とが決定致しました。

国民健康保険　コロナ感染（感染疑いも含む）に対し
傷病手当金支給へ

一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

仙北市地域保育事業の設置及び
運営に関する基準を定める条例の
一部改正について
質問　市で居宅訪問型の保育を行う場

合、保育料はどうなるのか。夜
間の利用は金銭的に大変だと思
う。夜の仕事をされている方に
対する支援もこれからは必要と
思うが、検討の余地はあるのか。

答弁　現在１人の方がベビーシッター
として事業の開始届を出してい
る。ベビーシッター個人が設定
した１時間単位の料金となる。
今後、利用者の支援内容につい
て検討していきたい。

仙北市国民健康保険特別会計
補正予算～傷病手当金～
質問　国民健康保険の場合、他の保険

に比べて手当てがなく病気にな
ると大変である。新型コロナ対
策を機会に、傷病手当をコロナ
以外に拡充するなど、他の保険
制度に近づくような広がりがあ
ればよいと思うがいかがか。

答弁　国民健康保険法では、傷病手当
金を任意で支給することができ
るとされている。しかし、財政
的課題もあり、今のところ全国
の自治体で給付しているところ
はない。
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産業建設常任委員会

仙
北
市
温
泉
事
業
会
計
補
正
予
算

質
問　

現
在
、
カ
ラ
吹
き
源
泉
か
ら
温
泉
を
供
給

し
て
い
る
施
設
は
ど
こ
か
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
伴
う
今
後
の
事
業
計
画
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。

答
弁　

平
成
27
年
の
カ
ラ
吹
き
源
泉
事
故
後
、
事

故
調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
原
因
究
明
と
今
後

の
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
頂
い
た
。
そ
の
結

果
、
カ
ラ
吹
き
源
泉
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
ま

た
同
じ
よ
う
な
事
故
が
起
き
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、

埋
め
て
閉
鎖
す
る
方
向
が
示
さ
れ
た
。
現
在
カ
ラ

吹
き
源
泉
か
ら
温
泉
を
供
給
し
て
い
る
の
は
、
秋

田
大
学
ロ
ッ
ジ
と
休
暇
村
の
2
施
設
で
あ
る
。
こ

の
両
施
設
か

ら
源
泉
の
切

り
替
え
に
つ

い
て
合
意
が

得
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
今

後
は
、
市
で

所
有
す
る

使
っ
て
い
な

い
源
泉
か
ら

供
給
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

ま
た
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対

策
と
し
て
、
4
月
、
5
月
分
の
温
泉
使
用
料
の
減

免
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
影
響
の
長
期
化
が

懸
念
さ
れ
る
。
今
後
の
温
泉
事
業
に
つ
い
て
は
厳

し
さ
が
増
す
も
の
と
想
定
さ
れ
、
先
を
見
越
し
た

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

仙
北
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
水
道
料

金
等
の
徴
収
対
応
と
今
後
の
事
業
計
画
は
ど
う
か

答
弁　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
4
月
、
5
月
の
2
ケ
月
分

の
基
本
料
金
相
当
額
を
7
月
、
8
月
分
の
使
用
料

か
ら
減
額
す
る
。
月
々
の
使
用
料
に
つ
い
て
も
個

別
に
納
付
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
相
談
者
の

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
の
事
業
は
、

あ
く
ま
で
予
定
通
り
計
画
に
沿
っ
て
進
め
る
方
針

で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な

い
た
め
、
今
後
は
方
向
転
換
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■一般会計補正予算の主な内容
高収益作物関連支援事業費 540万円 ほ場整備事業後の石礫撤去

新規事業継続チャレンジ支援事業費 1,001万円 事業継続に資する事業に対し支援を行う

空き店舗等利活用事業費補助金 97万円 空き店舗利活用者に対し賃借料の一部を補助

仙北市物産オンライン販売促進事業費 250万円 お土産や特産品、伝統工芸品等をオンラインで販売する

教育旅行の農泊推進地域元気事業費 81万円 秋田県内を中心に修学旅行誘致に取り組む

田沢湖・角館観光協会補助金 500万円 駐車場収入の減少により、今後の事業に支障が出るため支援

仙北市民プレミアム商品券事業補助金 9,700万円 市民の消費喚起と地域経済活性化対策

　６月定例会、産業建設常任委員会では主に令和２年度一般会計補正予算や中川集落センターを廃止するた
めの条例制定、温泉事業会計補正予算及び下水道事業会計補正予算などについて審査されました。又、議会
最終日提出議案「商工費（仙北市民プレミアム商品券事業補助金 9,700 万円他）」可決されました。

「仙北市民プレミアム商品券事業費補助金」
9,700万円など追加補正

「秋田県主要農産物種子条例の制定を
求める請願」を採択

請願理由　主要農産物種子法を廃止する法
案が成立し、平成 30 年 4 月 1 日に種子法が
廃止されている。秋田県では、種子法の廃
止後「主要農産物の種子生産に係る要領」
に基づき、種子行政が行われているが、農
業生産県として、必要な予算及び関係部署
の人員体制を恒久的に措置する観点から、
県条例の制定を強く要望する。

採決結果（委員長は除く）
賛成 反対 結　果
4 0 委員会採択

■廃止されるカラ吹き源泉
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